
掲示物０１
56ティーボール掲示物０１

・単元計画や学習の流れを明確にしながら授業を進めることにより、
  児童は先を見通して意欲的に動くことができる。
・この掲示板は、毎時間、授業の導入で使用した。
・番号を書いたマグネットを利用すると、動きの説明がわかりやすくなる。
(この資料を用いた授業を実践した後に、一部手直しがあります。)
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）



(この資料を用いた授業を実践した後に、一部手直しがあります。)
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

掲示物０２
56ティーボール掲示物０２



掲示物０３
56ティーボール掲示物０３

・お互いによいプレーをたたえ合い、意欲的に取り組めるようにする。
・どのようなプレーが、「ナイス～！」なのかを押さえておかないと、
　なかなか声がけができない。



掲示物０４
56ティーボール掲示物０４



掲示物０５
56ティーボール掲示物０５



掲示物０６
56ティーボール掲示物０６



・６人のチームどうしで行う教材を、８人のチームどうしで行った場合である。
・番号を書いたマグネットを利用すると、動きの説明がわかりやすくなる。
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

掲示物０７
56ティーボール掲示物０７



・番号を書いたマグネットを利用すると、動きの説明がわかりやすくなる。
(この資料を用いた授業を実践した後に、一部手直しがあります。)
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

掲示物０８
56ティーボール掲示物０８



・番号を書いたマグネットを利用すると、動きの説明がわかりやすくなる。
(この資料を用いた授業を実践した後に、一部手直しがあります。)
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

掲示物０９
56ティーボール掲示物０９



・６人のチームどうしで行う教材を、８人のチームどうしで行った場合である。
・番号を書いたマグネットを利用すると、動きの説明がわかりやすくなる。
(この資料を用いた授業を実践した後に、一部手直しがあります。)
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

掲示物１０
56ティーボール掲示物１０



・６人のチームどうしで行う教材を、８人のチームどうしで行った場合である。
・番号を書いたマグネットを利用すると、動きの説明がわかりやすくなる。
(この資料を用いた授業を実践した後に、一部手直しがあります。)
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

掲示物１１
56ティーボール掲示物１１



・４対４内野連係ゲームの試合結果である。（兄チーム用）
・自分のチームの色と違うチームの兄弟チームと試合を行った。
・毎時間の試合結果をまとめてリーグ戦形式にすると、意欲的に取り組める。
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

リーグ戦１
56ティーボール掲示物１２



・４対４内野連係ゲームの試合結果である。（弟チーム用）
・自分のチームの色と違うチームの兄弟チームと試合を行った。
・毎時間の試合結果をまとめてリーグ戦形式にすると、意欲的に取り組める。
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

リーグ戦２
56ティーボール掲示物１３



・６対６内野・外野連係ゲームの試合結果である。
・毎時間の試合結果をまとめてリーグ戦形式にすると、意欲的に取り組める。
・リーグ戦の後、勝ち点６どうし、勝ち点３どうしで、各決定戦を行った。
（この授業を実践したクラスは、男女各１６人、計３２人。男女混合
　４チーム、各８人。さらに各チームを男女混合４人ずつの兄弟
　チームに分けた。）

リーグ・トーナメント戦
56ティーボール掲示物１４



・今回の授業実践で行った全試合である。

試合結果
56ティーボール掲示物１５

・全８時間計画であるが、本授業プログラムの検証にあたり、前後に１時間
　ずつ６対６内野・外野連係ゲームを行い、児童の変容を調査した。
・１１月後半になると（特に午後）、風が強くなり、バッティングティーから
　ボールが落ちてしまうので、ガムテープなどで風対策をしたり、実施
　時期を考えて年間指導計画を立てたりする必要がある。



トスの方法
56ティーボール掲示物１６

・バッティングティーにのせたボールを打つ技能が高まってきたら、味方の
　児童によってトスされたボールを打ってもよい。
・打者が打ちやすいように、直線的ではなく、ふわっというイメージでトス
　する。
・トスは、１塁側のライン際で、２～３ｍ離れた所から行うようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（右打ち）
・打者が打ったボールや振ったバットに当たらないように、安全な角度と
　距離を保ってトスする。（常に安全な場所から行えるように、ケンステップ
　などの段差がない目印をおいて、分かりやすくしておく必要がある。）
・トスされたボールを打つことを全員に強制せず、個人の能力に応じて対応
　していく必要がある。


